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ま え が き

この報告書は､ 1995年 5月16日から 6月 2日までの18日間わたって実施したセネガ

ル共和国｢グランディッグ地区農業生産基盤施設改修及び農村環境改善計画｣及びモ

ーリタニア･イスラム共和国｢セネガル川デルタ上流後背地域農業生産基盤施設改修

及び農村環境改善計画｣に係わるプロジェクトファインディング調査の成果をとりま

とめたものである｡

本調査は､社団法人海外農業開発コンンサルタント協会(Agricultural Development

Consultants Association, Japan : ADCA)から派遣さnた太陽コンサルタンツ㈱ 田

久保 晃(団長/農業水利)
､安部

望五(農業)の2名によって行われた.

調査対象となった両国ほ､ 1972-73年のアフリカ大草魅以来,砂漠化現象が著しく

進み､農業生産の低下､食糧不足等により農村部における生活環境が悪化した｡

このような状況を打開するための一手段として､国際開発機構であるOMV S

(organisation pour la Mise en Valeur du f]euve Senegal)は,両国の国境を流れ

るセネガル川沿岸部の農業開発を促進するために､河口近くにディアマダム(貯水量

10僚m3)を､上流部にマナンクリダム(貯水量110僚m3)を建設した｡

この両ダムにより､河口近くの塩水遡上の防止が可能となり､また約 380,000baの

農地に対し潅概用水が確保されるようになった｡しかしながら､現段階では潅概使用

がなされている農地は､計画の約1/5程度にとどまっている｡

本調査の対象となった2地域とも､従来からこのセネガル川を潅概水源として農業

が営まれてきたが､潅混用水を安定的に取水することができるようになった現在､よ

り生産力の高い農業の展開が望まれている｡しかし､両地域とも生産基盤施設の老朽

化あるいは未整備なこと､生産技術が低いこと､さらに農村の生活環境の点で劣るこ

となどから､十分な成果を得られていない｡

セネガル川の改修は､農業開発に対し好影響を与える一方で､沿岸地域に社会環境･

生態環境面においても影響を与えているものとみられ､セネガルの Djoujou国立公園

の環境調査(ドイツの技術協力による)の実施など開発における環境への配慮につい

ても重要な課題となっている｡

このようなことから､本調査においては両地域の実情に即しながら､生産､環境両

面から開発の可能性を検討した｡

本調査報告が我が国とセネガル､モーリタニア両国との交流に役立つと共に､両国

の農業･農村の発展端緒となることを期待したい｡

なお､現地調査にあたっては､在セネガル大使館､在セネガルJ ICA事務所をは

じめ関係機関の協力を頂いたことを､ここに深く感謝する次第である0

平成 7年 6月

調査団 団長

太陽コンサルタンツ株式会社

田久保 晃
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現地写真 セネガル：グランディッグ地区

①　地区内のポンプ場

（1977年設）

②　用水路周辺の

稲作圃場の現況

③　排水路の出口及び

周辺の圃場風景



4．i一丁 ④　現況の用水路

屯：l ⑤　現況の排水路
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1. 背 景

1.1 国の概況

(1)位置

セネガル共和国(以下セネガル国と略す)は､アフリカ大陸西岸の北緯12-16度､西経

ll-17度に位置し､ 196,722kr丘の国土を有しているo

(2)地勢･地質土壌

地勢は､南東部の丘陵地帯を除いて､平均海抜200m以下の平原で､沿岸から100km程度

の地帯は平均海抜15m程度の低地である｡河川は､北からセネガル川､サム-ル川､ガン

ビア川､カザマンス川の順で東から西へ流下し大西洋に注いでいる｡

セネガル川は､約10-20kmの巾の河川低地の中を蛇行して流れており､その両岸は台地

性の砂丘である｡河口デルタとその付近の地形は､約5千5百年前に生じた大海進の際に

形成されたもので､広大な海成堆積地形を残している｡

セネガル国の地質は､その大部分が中生代及び第三紀の堆積物からなるセネガル･モー

リタニア堆積盆地で､砂岩層､泥次岩あるいは石灰岩層から構成される｡表層は内陸部が

第四紀の砂丘砂層､セネガル川河口デルタなどが第四紀沖積層となっている｡この沖積層

地域は､パケルからサンルイ付近まで分布しており､河川堆積物から成る土壌の天然肥沃

度は比較的高い｡

(3)気候･水文

セネガル国の気候は熱帯性で､降雨量を基準に雨期と乾期に分けられる｡乾期は内陸部

ではハルマタン風(barmattan)により著しく乾燥するが､海岸部では湿気を帯びた海洋性

貿易風が吹くため､あまり乾燥しない.また､海洋性モンスーンにより 6月から10月が雨

期となる｡しかし降雨量は南北で大差がある｡ちなみに､南のカザマンスでは年間降雨量

が1,000-1,500mmであるのに対し､北のセネガル川流域では300mm以下に減少するo

気温は全般的に高く､内陸に入る程上昇する｡ハルマタンの吹く雨期直前でほ､内陸部

では40oCP21上となる.沿岸部では海洋性貿易風のために涼しく､最高気温は30℃前後であ

る｡

セネガル国の河川中特に重要なものは,セネガル川とガンビヤ川であり,その他は中小

河川である｡プロジェクトに関連するセネガル川は､全長1,63Crkm､流域面積 440,500k貞

(日本国土の1.17倍)の国際河川で､アフリカ大陸で6番目の大河である｡平均年間総流

出量は 240億m3､増水期(9月)には 3,000m3/s以上､減水期(4-5月)には10m3/s程

度になる｡近年､国際開発機構OMVSの手によって､上流にマナンクリダム(貯水量

110億m3)
､河口にディアマダム(貯水量10億m3)が建設され水系が整備された｡その結

莱,セネガル川流域にて安定した水利用が可能となった｡

-
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(4)人口

セネガル国は1960年に仏領スーダン(現在のマリ)との合体によるマリ連邦として独立

が認められたが､ 2か月後に同連邦は解体し､同年8月20日にセネガル共和国として独立

した｡現在､人口は約800万人､ 口の年増加率は約3%である｡全国平均の人口密度は

約40人/kβで､人口の約25%は首都ダカール及びその周辺に集中している0

(5)経済

近年の国民総生産(GNP)は約US45債ドル程度で､産業別には1次産業25%､ 2次産

業30%､ 3次産業45%となっている｡

農業についてみると､ 1960年代の半ばの早魅以来､セネガル北部から砂漠化が進行し､

農業生産の状況は徐々に悪化している｡特に落花生などの換金作物の輸出が減退する一方

で食糧の輸入が増大し､国の経済に大きな影響を与えている｡

現在､ 19.7百万haの国土面積のうち3.8百万baが耕作可能地で､そのうちの乙4百万ba

が現在耕作されている｡未耕作地の内訳としては､ 1.3百万haが国有保留地､ 7.0百万ha

が国有林､ 5.0百万baはソーンブッシュステップ(刺のある潅木の混じった草原)呼ばれ

る放牧地である｡

セネガル国政府は, 1984年に食糧自給の向上と加工農産物の生産増大､農業生産活動の

効率化､農民の都市部への流出防止などを目的とし､農業､特にその民間部門の活性化に

力点を置いた新農業政策(NPA)を打ち出した｡これを実現するために､政府は農民の

責任体制の確立､農村環境や水資源の十分な管理などの方策を講じてきた｡

さらに､第8次5カ年計画(1989-1995)では､農産物の多様化も緊急の課題としてい

る｡これは､主たる換金作物である落花生の生産からの脱却､農家の自家食用作物増産､

農家収入の増加などを狙ったものである｡多様化の対象となる作物としてほ､米､綿花､

メイズ､ニエベ(豆類)
､野菜類などが上げられている｡しかしながら､作物多様化の進

展はまだ限られた範囲内であり､換金作物である油用落花生と旧来からの食用作物である

ミレット､ソルガムの作付面積は､ 1960年で全作付地に対して90%を占めていたが､現在

に至ってもまだ90%近くを占めている｡
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1.2 セネガル川沿岸部の農業開発

セネガル川沿岸部では､早くからセネガル川の水を利用した農業が行われていたが､ 19

45年頃から本格的な農業開発が進められた｡当初はセネガル川下流のデルタ地域の開発が

中心であったが､ 1970年代には最上流のパケル地区にまで開発地域が及んだ｡技術的には

堤防を築き洪水を防止し､漕概用水の取水法としては天水と高水期の河川水を境内に自然

導水する方法から､ポンプで一部捕水する方法､ポンプによる完全港概を狙ったものまで

あり､経営的には国営及び集団農場によるものから村落付設の開発地など多様な方式での

開発が進められた｡開発地域における農産物生産は､国営稲作公社の指導による稲作と製

糖企業C S S(Compagnie Sucriere Senegalaise)によるサトウキビが中心であったが､

1972年にEg営稲作公社経営地区はC S Sに移管され現在に至っている｡また､二つのトマ

ト加工企業の出現により､トマトの生産が伸びるなど､農産物生産の多様化の様相をみせ

つつある｡

1972年､セネガル川に関係するセネガル国､モーリタニア国及びマリ国の3国は､国際

開発機構OMVS (Organisation pour la Wise en Valeur du fleuve Senegal)を結成し､

セネガル川の河口を堰き止めて海水の遡上を防止するディアマダム(貯水量10僚m3)と上

流のマリ領内にマナンクリダム(貯水量110億m3)を建設することを計画した｡これらは

流域内の農業開発(港概可能面積は37.5万ha､そのうちセネガル分は24.5万ha)
､発電及

び水運の改善を目的としたものである｡

既に河口堰は1986年､貯水ダムは1988年に完成し潅概用水は確保されたが､現段階で濯

概がなされている農地は､計画の約1/5に留まっている｡この主たる原因は､農業基盤

施設が未整備であるためである｡

このため､セネガル政府はセネガル川流域の農業開発を国の社会開発計画の中で優先的

に取扱い､ 1984年に新農業政策を施行する以前の1980年から､大統領が統轄する省間委員

会を設置し開発計画を立案し､開発担当機関のセネガル川流域開発整備公社SAED

(societe d'Amenagement et d'Exploitation des Terres du Delta du Fleuve Senegal

et des Vallees du Fleuve Senegal et de la Faleme)に､ 3年毎に業務指示書を示して

開発業務の的確な推進を図っている｡なお､現在既に第4次指示書の業務段階にある｡

指示書では､開発は出来るだけ政府の介入を少なくし､民間の自助努力を促すという基

本的な考え方で､既開発地のリハビリを優先しつつ新規開発も年4,000baのペースで進め

るものとしている｡そして､ 2000年には国全体の食糧自給率80%を達成するものとし､そ

の大部分をセネガル川流域の開発によるものとし､組織体制､要員の配置､予算規模を示

している｡

なお､ SAE Dはセネガル川沿岸部にて､現在までに開発可能地(24.5万ha)の16%に

当たる約4万baの農地の濯概施設を整備してきた｡

-
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2. プロジェクトの内容

2.1 プロジェクトの背景

セネガル)Il流域の農業開発は､ディアマとマナンクリの二つのダム完成によって本格化

している｡現在までに､ S A E Dによってセネガル川下流のデルタにおいて約15,000haの

水田農地が整備された｡今後､ SAEDは``programme lrigation Ⅳ"に基づき､デルタ

内の約15,000baの水田適地について､農地の整備､濯概施設の整備を進めて行く予定であ

る｡

セネガル川下流のデルタ地域における澄渡事業は､ 1976年以前からS AEDによって実

施されてきた｡開発は地区(peri血etre)単位で行われ､一般的に水田圃場及び漕概ポンプ

場､濯概水路､排水路から成り立っている｡しかし､整備後20年以上経過しているところ

から､各施設が老朽化し早急に施設を改善する必要のある地区が多い0

ラムサール水路はこの地域の基幹となる潅概用水路であるが､元来セネガル川の支流の

自然河川であるため､水路の横断面､縦断面とも狭小･不整形な箇所が多く､土砂の堆積

や雑草の繁茂等と相まって流水の妨げとなっているo そのため､ラムサール水路沿いの地

区では､施設の老朽化に加え､水理及び水利的条件から取水機能にも支障をきたし､効率

的な営農の妨げになっている場合が多い｡

現在､ラムサール水路は約 7,000haの雇概面積を有し､将来的に水路を改修することに

より総計約15,000haの農地を港概することが可能とされている｡このように､ラムサール

水路の改修及び水路を水源とする農地の整備がデルタにおける農業開発の最重要課題と

なっている｡

このようなことを踏まえ､ S AE Dは､ラムサール水路関連の水理･水利用調査をフラ

ンスに依頼した｡一方､セネガル環境科学院(Institut des Sciences de l'Environnement)は､

セネガル川の開発(河口堰の建設や堤防)の改修に伴い､セネガル川デルタ内ラムサール

水路北西緑に位置するDjoujou自然公園(通称ペリカン公園)一帯の環境影響について､

ドイツの援助機関に調査を依頼した｡

このようにS AE Dはデルタ水理系統の整備､環境面の検討についてはヨーロッパ諸国

に技術協力を求めた｡

一方､
S AE Dは､ラムサール水路掛かりの既存地区(7,000ha)の改修整備もデルタ開

発の緊急課題であることから､これらの農業･農村開発援助を日本に要請したい意向であ

るo グランディング地区は､ラムサール水路掛かり既存地区の内､最大規模でプライオリ

ティ第一位の地区である｡

-
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2.2 プロジェクトの概要

ブランディング地区は､旧都 St-Louis の北東約 50km Ross Bethio 付近に位置し､セ

ネガル川デルタ地域のダガナ工区(S AE Dは､セネガル川沿岸の開発地域を工区に分割

している)内にある既存開発地区(perimetre)の一つである｡

この地区ほ1977年に､ Grande Digue (1,700ha)と Telel (800ha)の2地区(計 2,500

ba)として開発されたが､近年ポンプ場(1ヶ所)等港概排水施設の老朽化､能力不足に

より､農業生産活動に支障をきたすようになっている｡また､従釆から低平地域であるに

もかかわらず自然排水にのみ依存してきたため､排水不良により十分な生産を行うことが

できなかった｡

このようなことから､圃場を近代的な営農に適した形態に再整備し､また漕概排水施設

等の改修､農業生産関連施設等の整備により､農業の生産性の向上を図ることをプロジェ

クトの第一の目的とする｡

また､政府の施策である農産物生産の多様化に必要な農業技術の導入､農民の組織化､

資金導入法の改善等農業インプットの支援システムの強化を図る｡

加えて､受益農民が安定的な生活を送ることができるよう農村生活改善の基本プログラ

ム(教育､保健､ WID等)の導入を考える｡

2.3 プロジェクトの開発戦略

(1)対象地区

プロジェクトの対象とする地区は､ Grande Digue (1,700ha)と Telel (800ha)を合わ

せた計 2,500baとする｡

(2)プロジェクトの目的

① セネガル政府の農業政策に基づく安定的な米の生産､農産物多様化に対応するための

農業生産基盤の整備

② 営農資金や新技術等の円滑な導入が可能になるよう農業生産インプット支援システム

の確立

③ 受益農民が安定的な生活を送ることができるよう農村生活改善プログラムの確立

(3)開発戦略

① 農業生産基盤及び施設の改修

現在､既存のポンプ場等港概排水施設の老朽化や能力不足により､水資源や土地資源を

活かしすことができず､その低い農業生産性により受益農家は自家用作物にも困窮してい

る状態である｡

-
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これを改善するため､米の2期作を中心に主要穀物(メイズ､フルガム等)
､加工用ト

マト等の多様な農産物の生産が可能になるよう農業生産基盤及び施設を新設あるいは改修

整備し､農業生産性を高め農家の自給率及び所得の向上を目指す｡

② 農業生産インプット支援システムの確立

整備された農業生産基盤にて農産物生産の多様化により農業生産性を高めるためには､

農業技術､資金､諸機材等の新たな投入が必要になる｡これらを円滑に行うために必要な

農民組織(営農､土地利用､金融等の実施･調整組織)及び実施システムを構築する｡

また必要に応じて､システム構築のための専門家の専従を考える｡

③ 農村生活改善プログラムの確立

受益農民が安定的な生活を送るためには､効率的な営農による自給食糧の確保､所得の

増大による農家経営の安定化などに加え､教育･保健等農村生活環境の改善が不可欠とな

る｡

そのため､農村における教育､保健､あるいはWID (婦人の農村における役割とその

有り方等)について､改善プログラムを確立する｡

(4)開発コンポ-ネンツ

以上の開発戦略に基づく開発コンポ-ネンツは以下のとおりである｡

① 農業生産基盤及び施設の改修

- 圃場整備 2,500ba

一 港概施設の改修･整備

用水機場 改修 1箇所

// 新設 1箇所

澄渡用水路の改修及び新設

一排水施設の改修整備

排水機場 新設 1箇所

排水路の改修及び新設

一
農業･農村インフラストラクチャーの整備

倉庫(諸機材､諸資材置き場)の新設

その他必要諸機材の導入

② 農業生産インプット支援システムの確立

一 農協的組織(営農､土地利用､金融等の実施.調整組織)の設立

一 農民研修計画の確立

一 上記機能の促進･維持のための専門家派遣計画の検討

③ 農村生活改善プログラムの確立

一
致育､保健､ WID 等農村生活改善プログラムの作成と促進

･･-
G
･一一



2.4 プロジェクトの総合所見

(1)技術的可能性

セネガル川沿岸部での我が国からの類似援助案件としては､ ｢チャゴ.ギェル小規模農

村モデル｣ ､ ｢デビ地区農地濯概農村整備｣がある｡いずれも農村基盤の整備を主体とし

て併せて農村のインフラ整備を行ったものであり､いず41も無償案件として工事が実施さ

れている｡

これらの事業を通じて､設計･工事実施に係わる技術的問題点は特に無く､本案件につ

いても過去の事例を参考にすることにより､円滑に事業を推進することができると考えら

れる｡但し､排水機場の整備計画については､排水先を含め十分な検討が必要である｡

また､営農関係については､我が国の無償援助を含め諸外国の援助がセネガル川沿岸部

一帯にて行われており､稲作を主体にして基本的な農業技術が定着している｡しかしなが

ら､作物生産の多様化に必要な新たな営農技術の導入､その指導･普及が強く求められて

いる｡

一方､ドイツの援助機関が実施するラムサール水路北西緑に位置するDjoujou
自然公園

(通称ペリカン公園)一帯の環境影響調査結果を踏まえ､計画を樹立することも環境面か

ら重要である. (ペ･)カン公EE]への環境影響を与える要因としては､ ①河口堰建設による

公園内沼地の汽水から淡水への変化､ ②セネガル川堤防改修工事などが考えられる｡ )

以上から､技術的ポイントとして排水計画､作物生産の多様化､環境への配慮が重要と

なるところから､まず開発調査(フィジビリティスタディ)を行った後に､事業実施を進

めるべきである｡

(2)社会経済的可能性

セネガル政府は､セネガル川流域の農業開発を国の社会開発計画の中で優先的に取扱っ

ており､その中核となるラムサール水路沿岸部に位置する本地区の開発の優先度も高い｡

しかしながら､その事業実施にあたっては､セネガル国の財政事情を勘案すると外Egから

の援助が不可欠である｡ちなみに事業実施機関であるSAEDから我が国からの無償援助

に対する強い期待が述べられた｡

(3)現地政府､地元住民の対応

事業実施機関であるS AEDは､先に述べた我が国からの無償援助実施地区｢チャゴ.

ギェル小規模農村モデル｣ ､ ｢デビ地区農地潅概農村整備｣を通し､我が国の援助に対す

る強い信頼と大きな期待を持っており､円滑な事業実施が期待できる0

また､地元住民も本地区近隣で工事中のデビ地区の状況を見て､早期の事業者手を強く

希望している｡ちなみに､デビ地区では工事中にもかかわらず､一部の工事完了圃場にて

受益者の希望により営農を開始するなど､地域住民の意欲は極めて高い｡

-
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2.5 調査の要点

(1)調査要員と調査期間

フィジビィティスタディの調査要員と調査期間は､次のように考えられる｡

期間

要員

フェーズⅠ フェーズⅡ

汁

セネガル 国内 セネガル 国内

1.団長(水理.農村開発) 2.5 2.5 2.0 2.0 9.0

2.副団長(濯概.排水) 2.5 2,5 2.0 2.0 9.0

3.農業.営農 2.5 2.5 2.0 2.0 9.0

4.土壌.土地利用 2.5 2.5 2.0 2.0 9.0

5.流通.農産加工 2.0 2.O 2.0 2.0 8.0

6.農民組織.WⅠD 2.0 2.0 1.5 1.5 7.0

7.施設計画 2.0 2.0 2.0 2.0 8.0

8.環境 2.0 2.0 1.5 1.5 7.0

9.事業費積算 1.5 1.5 2.0 2.0 7.0

10.事業評価 2.0 2.0 EgE] 2.0 8.0

汁 21.5 21.5 19.5 19.5 82.0

I
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(2)調査表

調査開始からファイナルレポート提出までの一年間の調査表は下記の通りである｡

-
9
-



添付資料

(丑 調査団構成員

② 調査日程

③ 面談者リスト

④ 収集資料リスト

@ TO R



(分 詞査団構成員

1. 田久保 晃

常務取締役 海外事業本部長

太陽コンサルタンツ株式会社

2. 安部 望五

開発部長 海外事業本部

太陽コンサルタンツ株式会社

MISSION DE RECHERCHE DE PRDJETS DE DEVELOPPMENT AGRICOLE ET RURAL

AU SENEGAL ET EN MAURITANTE

PAR

L'ASS口CIATION DES CONSE:【LS EN DEVELロPPEMENT AGRICOLE DU JAPON

( ADCA )

( 16 Mai
-
2 join 1995 )

1. Ing. Akira TAKUBD, Chef de Mission (Hydraulique)

Directetlr Gerler･al

Division des Projets d'Outre Her

Taiyo Consl)1tants Co., Ltd. Tokyo Japon

2. Ing. Bogo ABE, Co10rdinatel｣r dl】 Programme (Agronone)

Chef de Department

Departement de Developpenent et Recher'che

Taiyo Consultants Co., Ltd. Tokyo Japon

SENEGAL

Projet de Rehabilitaion et Developpement Rural dt] Perimetre

Grande Digue dams le Delta du FletlVe Senegal

MAURITANTE

Projet de Developpement et Conservation de Ressources Naturelles

au Miliet) Rtlral dams la Haute Delta

du Flel)Ve Senegal



② 調査日程

P/F Schedtlle : SENEGAL & MAURITANIA

1. 5/16 (火)

2. 17 (水)

3. 18 (i)

4. 19 (金)

5. 20 (土)

6. 21 (日)

7. 22 (月)

8. 23 (火)

9. 24 (水)

10. 25 (木)

ll. 26 (金)

12. 27 (土)

13. 28 (日)

14. 29 (月)

15. 30 (火)

16. 31 (水)

17. 6/1 & 2

Tokyo
-
Paris

Paris
-
Dakar 団内打合せ

Dakar での打合せ(JICA, EOJ)

Dakar
-
St.Louis

St.Lotlis での打合せ(SAED)

現場(Lampsar and Thiago Sites)

案件打合せ(SAED -
Grand Digue Project)

現場(JICA Team)

St.Louis
-Not)akchott

資料収集

SONADER 協力省､農村開発省との打合せ

Notlakchott
-Rosso 一 現場 -St.Louis

St.LotJis
-
Dakar

資料整備

打合せ(JICA, EOノ)

I)akar
-
Paris

Paris
-
Tokyo



③ 面談者リスト

1. 在セネガル日本大使館

l) Mr. Tlidekazu NAGASAWA

一等書記官

2) Mrs. Keiko NAGASAWA

二等書記官

2.在セネガルJ ICA事務所

1) 外川 徹 課長代理

2) 贋田 富士雄

3)堀内 好夫 無償資金協力業務部 業務第二課

3. S AE D (セネガル)

1) Mr. Sidy Moctar KEITA

SAED 総裁

2) Mr. Mor Plop

SAED 副総裁

3) Mr. Aliotlne Badara DIALLO

SAED, Dagana Delegation 所長

4) Mr, Thiot(sgo DIALLO

SAED I)agana 担当技師

5.外務省 経済協力局 無償資金協力課

塚原 大武 課長補佐

6. Thiago 村の村長,協同組合長ら



④ 収集資料リスト

1. 西アフリカ編

1) ``west Africa" Travel Survival Kit
-
Lonely Planet

2) "L'apr6s Barrages dams la Valle6 du Senegal"

Minist6re de La Cooperation et du D6veloppement, Presses

Universitaires de Perpignan

3) ``Fenmes et Development Rural"

Isabelle Droy, Karthala

4) "Ilalte a la Desertificaiton au Sahel"

Michel Bonfib, Karthala

5) "Africa" Ferriday's Map Book

Second Edition

2. セネガル編

1) Pl･Ojets ProdtlCtifs au Senegal

Minist6re du Plan et de la Cooperation Karthala

2) Plan Directer de Developpement lnt6gr6 pour la Rive Gauche de la

Val16e dt] FlellVe S6n6gal

Document Pr･ovisoire
-
Rapport

sir Alexander Gibb & Partners (GB), Euro Consult (NL)

3) P】an Directeur de Developpement I■nt6gr6 pour la Rive Gauche de la

Val16e du Fleuve Se'n6gal Document Provisoire
-
Rapport

Docunent Definitif
-
Rapport de Synthese

sir Alexander Gibb & Partners (GP), Euro Consult (NL)

4) Lac de Guiers

Problematique dlEnvironnement et de D6veloppement

lnstittJt des Sciences,. Universite' de I)akar

Administration Ggn6rale de 】a Cooperation atJ D6veloppement

5) Pumping Stations in the I)elta Area

(Dagana Delegation)

Report
-

6) Programme d'Am6nagement des Casiers de la Va116e du Lampsar
-

Mars 1995

SAED

7) Termes de Reference de l'Etude de Faisabilit6 du R6seau Adduction en

Eal] du Delta
-
Mars 1995

SAED



8) Termes de Reference de l'Ett)de de Faisabilitg du R6seal｣ Addt]ction en

Eatl dtJ Delta
-
Mai 1995

Rapport Provisoire

9) uProjet Podor" TDR -
Juillet 1994

SAED

10) SAED
-
Guide Material

Minist白re du Dgveloppenent Rl]ral

ll) Projet Ⅲ 白me Plan de D6veloppenent Economique
-
TomeⅢ

-
R6gion de Saint Louis

Ministere du Plan et de la Cooperation

12) Map of Grande Digue P6rin白tre

SAED
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REPUBLIQUE DU SENEGAL

MINISTERE DE L)AGRICULTURE

SOCIETE NATIONALE D)AMENAGEMENT ET D〉EXPLOITATION

DES TERRES DU DELTA DU FLEUVE SENEGAL ET DES

VALLEES DU FLEUVE SENEGAL ET DE LA FALEME

(SAED)

TERMES DE REFERENCE

POUR

L'ETUDE DE FAISABILITE DU PROJET

DE

REHABILITATION ET DEVELOPPEMENT RURAL
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DANS LE DELTA DU FLEUVE SENEGAL
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1. INTRODUCTION

Situ6 dams la region sub-saharienne le S6n6galcouvre une superficie de 197,000 km2 et

une population d'environ 7,2 millions d'habitants, s°itune densitg de population de 36

babitants au km2.

Sur les 19,7 millions d'ha que constitue le territoire national, il n'y a que 2,5 millions

d'ha de terraillS Cultivables situis surtout dams le Sud oh la pluviositi est favorable･

Dams l'ere coloniale avant l'ind6pendance en 1960, 1a monoculture de l'arachide

constituait le pilier de l'6conomie nationale et, parconsequent, 1a diversification des

cultures 6tait tres limit6e, particuliとrement dams les reglOnS du Centre et du Nord.

Cette situation s'itait encore maintenue au courant de ces demiとres annees, affectant le

produit nationalbrut (PNB) du pays, surtout dams le secteur agricole oh le revenu per

caplta 6tait｣usqu'ici a peu prとs 500 dollars parann6e.

Suite a la s6cheresse de 1972/73 1e gouvernement s6n6galais a mis en oeuvre une politique

de diveloppement hydraulique et agricole intggri en milieururalpour am61iorer aussi bien

le secteur agrlCOle et la vie rurale qu'augmenter la producdon agrlCOle pour

l'autosuffisancealimentaire, et a design6 1a SAED comme l'organisadon d'am6nagement

et d'exploitadon des terres et des eaux dams la val16e du Fleuve S6n6gal pour acquerlr a Ce
/

● ヽ

but dams cette region.

En 1986 la SAED a prepare un plande d6veloppmentint6gr6 pour larive gauche du

Fleuve Senegal oh, concernant la d616gation de Dagana, 1es infrastructures hydrauliques et

les travaux du d6veloppementruraldu Delta 6taient 6galement privusI Actuellement, a

peu pras de 40･000 ha dotes d'instal1ations hydro-agrlCOles sontamenagis dams les

vallees de larive gauche, s°it16% du potemiel am6nageable.

Dams ce contexte pour l'autosuffisancealimentaire la SAED a d6fini un import2tnt

programme de rehabilitation °it"Programme Irrigadon IV" portant sur 7･000 ha surtout

dams le Delta fertile oも1e potentielam6nag6 est de l'ordre de 15･000 ha et la population est

de plus d'un m血on d'habitants･ Ce programme couvre la rehabilitation du perim色tre de

Grand Digue (2500 ha) situi prとs de Ross B6thio, une communaut6 rurale importante

situee entre Saint Louis et Richard Toll.
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2. OBJECTIFS DU PROJET

LeProjet a les objectifssuivants;

Rehabilitation du systとme hydraulique (irrigation et drainage) avec

l'am6nagement appropri6 des terrains agncoles du perlme廿e pour augmenter la

productivit6 agncole sous la double culture annuelle.

Application d'un syst己me agrlCOleint6gr6 appropri6 base sur lariziculture pour

amiliorer la productionalimentaire et le revenu agncole des paysans.

IXveloppement desinfrasb-uctures sociales et productives y compris les facilitgs

de marche en milieu ruralpour amiliorer la vierurale et les revenus exh'a

agrlCOles.

Amelioration de l'organisation des paysans et des institutions de productions

agncoles y compris le rらledes femmes dams ces activit6s.

Am6horation de la conservation environmentale y compris les moyens conb･e la

desertification dams la region.

3. AIRE DU PROJET

I-･epとrimetre Grand Digue (2500 ha) couvrant 2 casiers sipar6s, Grand Digue (1700 ha)

en hautetTelel (800 ha) en bas, est situ6 a l'est de l'axe Gorom-Lampsar etpres de Ross

B6thio, communauti rurale situ6e entre Saint Louis et Richard Toll, dams le d6partement

de Dagana, reglOn de Saint-Louis.

Ce pとrimとtre itait am6nage pour la riziculture depuis 1977 pour les habitants de Ross

Bethio, soi一environ 2-3 ha parfamille, avec l'adduction en eau de l'axe Gorom-Lampar

par une seule station de pompage. A cause de la d6tirioration et de l'insuffisance de

capaciti de cette unlque Station de pompage pour les deux casiers, 1a production agrlCOle a

iti diminuie graduellement et a 6ti suspendue en saison de d6crue depulS longtemps･

m plus, 1a rehabilitation des structures hydrauliques d'imgation et dminage surtout le

foss6 d'gcoulement au terrain, et l'am6nagement des casiers du pirimttre seront

n6cessaires pour l'augmentation de la production agrlCOle sous la double culture annuelle.
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A present, 1es infrastructures, 1es facilit6s de marchi et les organisations/syst己mes pour

supporter les agriculteurs et les femmes de cette importante communauti rurale, sont

considiris trとsinsuffisants･Lediveloppement de ces facilitis et organisations/systemes

est primordial pour l'amelioration de la vierurale dams la region･

Comme la communaut6 rurale de Ross-Bithio est situ6e pr6s de la route nationale reliant

Saint Louis-Dagana-Bakel, les produits decoulant des exploitations agncoles peuvent eh･e

d61ivr6s vers les 2 sens; c'est a dire d'une part vers Saint Louis-Dakar et d'autre part vers

Dagana-Bakel ou meme la Mauritanie, 1e Mall etc.

Les agnculteurs de Ross-B6thio possedent une longue tradition bas6e sur les cultures

agrlCOles surtout la riziculture, 1es techniques appropnes pour la produc血n et la
■
′

transformation des produits agrlCOles.

Lebureau cenh･al, 1es englnS pnnCIPauX et la rizerie de la delegation de Dagana de la

SAED sont a Ross-Bithio･ Dams l'ensemble, 1'aire du proJet Offre un potentiel certain et

favorise le commencement d'un nouveau projetde development agricoleintegri.

4. CONTENU DU PROJET

LeproJet PeuVent eire SCind6 en deux p6riodes comme suit;

① p6riode d'Etudes

② p6riode de Rgalisation du Projet

P6riode d'Etudes :

Cette piriode est composie des investlgations et 6tudes suivantes:

Les invesugations professionelles sur les suJetS PrmCIPauX de l'etude de

faisabiliti.

- Lar6vision de toutes les 6tudes, rapports et donn6es sur l'aire du proJet et

les plans/problとmes concernes.

‥
i):



Les travaux topographiques et pidologlqueS dams le site du proJet.

Les analyses et evaluations

LePlan Directeur et le plandes etudes detaillees

P6riode de Rialisation du Proiet :

Cette periode est composee des travaux suivants:

-
R6habilitadon des casiers du perunetre et les structures hydrauliques y

compris la pr6sente station de pompage.

Construction d'une nouvelle station de pompage d'irrlgation et une nouvelle

structure de drainage.

Construction desinfrastructures sociales et producdves comme les systとmes

de route, de march6 et de transformation des produits agrlCOles.

Procurement des matiriaux et mat6riels de production

Formation d'organizations des agnculteurs et des groupes professionnels.

- Stages sur les llOuVeauX prOgrammeS etles fonctions d'0.M‥

Formation du systとme de gestion

Au tres

Sur la base des caractirishques 6nonc6es plus haut, 1es 616ments du proJetpeuVent紬e

classes en deux parties comme suit;

La partie des "hardwares"/ structures :

● R6habilitation des structures y compris les infrastructures et facilites

(Stationde pompage, 1es canaux d'h･rigation et drainage, 1es casiers du
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per皿とtre, 1es pISteS dams le per皿eb･e, 1es ouvrages du per皿tb･e et les

facilites
concern6s)

Construction des nouvelles structures y comprlS lesinfrastructures et

facilitis

(Station de pompage, facilit6 de drainage, nouvelles pistes, nouveaux

ouvrages et facilitis concern6s)

2) La partie des "softwares"/ programmes :

･ Elaboration d'un calendrier culturalen double cycle etintroduction des

cultures approprleeS

Formation d'organisations d'agrlCulteurs et des programmes de groupes etc

pour les acdvit6s proftssionelles et pour l'amelioration de la vie rurale.

Formation/stages sur les nouvelles techniques agncoles et sur les nouveaux

produits agdcoles

･ Formation de systとme de march6 des produits agncoles

･ Formation d'agro-industries et d'agrトbusiness

･ Formation de la conservation d'environnement dams la r6glOn･

5. SOMMAIRE ET PROGRAMME DE L'ETUDE

Ces =Termes de R6firence" actuels ont pour objectif;

① Actualisation de l'itude de faisabiliti pour le projet

② Etablissement de l'6tude d'avant projetpar1e
dossier de demande d,une

subvention non-remboursable pour l'execution du proJet･

Comme ce proJet POSSとde les 616ments de base ressemblant le projetde Debi situi dams la

meme d616gation de Dagana, 1e montant des personne-InOis (man-months) pour ce projet
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peut gtre r6duit.

En meme temps les deux phases d'itude et les experts de l'6qulPe d'itude sont mis en

forme prosque comme dams les cas pricidents･

Afin de completer les rapports susmentionnis, 1es investigations et ihldes pnncipales a

mener par l'6qulPe d'itude sont comme suit;

Les investigations
princit)ales

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

＼

,

＼

,

＼

ー

)

)

O

ー

2

90

0ノ

l

1

1

Topographic

Sol et Utilisation des Terres

M6tiorologle et Hydrologle

Facilitis Existantes

Agricu lture

lrrigation et Drainage

Qualitides Eaux

Socio et Agro-iconomie (y compris agro-industrie)

Institution Agdcole

Environ nem ent

Conditions socio-economlqueS

Au tres

Les 6tudes principales:

)

)

)

)

)

)

)

l

つん

3

4

5

/b

7

＼

--

)

)

0

8

9

ー

Analyses m6t6orologlque et hydrologlqueS

Analyses pedologlqueS et de la qualit6 des eaux

Plan de d6veloppement agncole

Classification et utilisation des sols et terrains

Systemes d'irngation et de drainage

Agro-industrie

Mesures d'accompagnement, y comprlS tranSfo皿ations apres-r6colte, atehers,

autres buildings

Remise en valeur des terres, y compris le riseau de plSteS agnCOles, etc･･･

Institutionsrurales, formation et vulgarisation

Evaluation du Prqjet
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Lesommaire et le programme d'6tude sont envisages comme suit :

Membred'itude

PhaseⅠ PhaseⅠⅠ

Senegal Japoll Senegal Japon

1.Chefd'Equlpe

(HydrauliqueetⅨVeloppement

Rural)

2.5 2.5 2.0 2.0

2.Sous-Chefd'Equipe

(ⅠrrigationetDrainage)

2.5 2.5 2.0 2.0

3.Agronome 2.5 2.5 2.0 2.0

4,P6dologleetUti1isationdesSols 2.5 2.5 2.0 2.0

5.SystとmesdeMarch6etAgro-

Ⅰndustries

2.0 2.0 2.0 2.0

6.ProgrammesdesOrganizations

Agricoles,IXveloppmentdes

Femmes(WⅠD)

2.0 2.0 1.5 1.5

7.PlandesStructures 2.0 2.0 2.0 2,0

8.EnVironnement 2.0 2.0 1.5 1.5

9,EstimationduC6utduProjet 1.5 1.5 2.0 2.0

10.EvaluationduProjet 2.0 2.0 2.0 2.0

Total(m/m) 21.5 21.5 19.5 19.5
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② Planning de L'Etude

EtudeMois 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l1 12

Pr6parationsauJapon

PhaseⅠ

(EtudeauSen6gal)

(EtudeauJapon)

PhaseⅠⅠ

(EtudeauS6n6ga1)

(EtudeauJapon)

Pr6sentationauS6n6gal

●

Rappo tdeComme emeロー

apportd'Ava

l

lCement(Pha. eⅠ)

Intermidiair

pportd'Ava cemeⅠーt(Pba､ lい

apfX)rtd'Ava

【コ

llProjet

●

Rapport

Finalay

a

●

Rappo

Le⊥Jo551

de Requgte



6. ENGAGEMENTS PAR LE GOUVERNEMENT DU SENEGAL

(1) assurer la s6ecurit6 des membres de la mission d'itude;

(2) permettre aux membres de la mission d'entrer, de sortir et s6journerdams le pays

en fonction de leurs obligations sur place et de les dispenser des formalitgs

d'enreglStrement au Service des 6trangers et des taxes consulaires;

(3) exon6rer la mission d'itude des frais et droits de douane sur tous les

equlPementS, machines et au°-es mat6riels apportgs ou ressortis du S6nigalet qul

sont necessaires pour la poursuite de l'6tude;

(4) exon6rer la mission d'6tude des imp6ts sur le revenu ou des taxes de quelque

sorteque ce s°itimposes sur/ou en rapport avec les imoluments ou les frais de

mission etind6mnitis verses aux membres de la mission pour leur travail

effectui dams le cadre de l'6tude men6e et sur/ou en rapport avec les services

foumis par unetierce partie pour la poursuite de l'Etude.

(5) accorder les facilit6s n6cessaires a la mission pour la remise et l'uti1isation des

fonds dams le pays, et en provenance du Japon dams le cadre de la poursuite de

l'itude;

(6) procurer des laisser-passer pour les propri6t6s prlVeeeS Ou les zonesinterdites

d'accとs necessaires a la bonne marche de l'itude;

(7) autoriser la mission d'itude a recueillir toutes les donn6es, documents et

mat6riels relatifs a l'6tude au S6n6galet de les ellVOyer au Japon;

(8) fournir tous les s°ins midicaux requlS. La d6pense sera laissie a lacharge des

membres de la mission.

LeGouvernement du Senegal devra suppolter les plaintes a l'encontre des membres de la

mission ｣aponaise pouvant s'61ever ou resultant des acdvit6s menges dams le cadre de

l'6tude, excepte lorsque de telles plaintes r6sultent d'une negligence gl･OSSiとre ou d'une

faute lourde de la part de l'ull des membres de la mission.

La SAED devra servir d'agenceinterm6diaire a la mission et assurer un rらle de

19-



coordination avec les autres organisations gouvernementales et non-gouvernementales

concernies afin d'assurer une bonne application de l'6tude rialis6e.

Legouvernement du Sinegalprend l'engagement que tous les polntS abord6s dams le

present document seront respectgs pour un bon d6roulement de l'6tude de
d6veloppement

r6alis6e par la mission d'itude japonaise.

Fai一 a Saint Louis le

-10-

Pour le Gouvernement du Sinigal

NOM: Sidy Moctar KEITA

TITRE: President Directeur Giniral

de la SAED

S ignature:



モーリ タニア･イスラム共和国

セネガル川デルタ上流後背後地域

農業生産基盤施設改修及び農村環境改善計画

基 礎 調 査 報
』ヒ ヨ至
亡コ Eヨ
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モーリ タニア･イスラム共和国

セ ネ ガ ル 川 デ ル タ 上 流 後 背 地 域

農業生産基盤施設改修及び農村環境改善計画
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1. 背 景

1.1 国の概況

(1)位置

モーリタニア･イスラム共和国(以下モーリタニア国と略す)は､南にセネガル川を挟

んでセネガル､北は西サハラ､東はアルジェリアとマリに接し､西は大西洋に面し､北緯

13度45分-27度25分､西径4度10分-16度50分に位置し､その国土面積は1,030,700k招

(日本の約2_7倍)である｡

(2)地形･地質土壌

激しい砂漠化現象により国土の3分の2はサハラ砂漠地帯に占められているが､南部及

び南西部は沖積層のセネガル低地(枯質土壌)に連なり､わずかではあるが農業地帯を形

成している｡また､最北部はアトラス山系の南麓に連なり海抜1000皿程度であるが､不毛

の岩石地帯であり農業に適していない｡

(3)気候･水文

モーリタニア国の気候は､北部のサハラ気候と南部のサヘル気候の2つの地域に大別で

き､さらに沿岸性と内陸性とに区分される｡

農業に最も関連の大きい雨量についてみると､年間雨量300から500mmは国の南辺に約

100kmのゾーン(サヘル気候帯)にあるだけで､国土の80% は200nm以下の乾燥地(サハ

ラ気候帯)である｡この降雨も6月から9月に集中している｡

年間平均気温は､北西海岸の22oCから南東奥地の30oCまで漸変する｡ 6月､ 7月が最高

気温で東部砂漠地帯では月平均38oC､海岸地帯で22oCである｡最低気温は海岸,内陸とも

14oC-16oCである｡

湿度は､海岸地帯で一部月平均が60-75% となるが､国土の大半は内陸砂漠型の特性を

もち25-50% である｡

モーリタニア国の河川中特に重要なものはセネガル川であり､その他は小河川である｡

プロジェクトに関連するセネガル川は､全長1,630km､流域面積440,500kni (日本国土の

1.17倍)の国際河川で､アフリカ大陸で6番目の大河である｡平均年問総流出量は 240億

m3に及び､増水期(9月)には流量 3,000m3/s以上､減水期(4-5月)には10m3/s程度

になる｡近年､国際開発機構OMV Sの手により､上流にマナンクリダム(貯水量110僚

m3) ､河口にディアマダム(貯水量10億m3)が建設され水系が整備された｡その結果､セ

ネガル川流域にて安定した水利用が可能となった｡

-
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(4) 人口

現在､モーリタニア国の人口は約250万人で､人口密度は約 2.4人/k誠となっている｡

一方､最近の人口増加率は約9%と高く､乳幼児死亡率は13.2%､平均寿命は男性50才､

女性52才となっている｡

部族は､アラブ･ベルベル系のムーア族､黒人系のトクルー族､ウオルフ族､白人系の

プル族が主なもので､ムーア族が全人口の約1/4を占め､他の3部族で残りを占める｡

ムーア族は北のモロッコ､アルジェリアなどと共通の部族であり､トクルー､ウオルフ族

は南のセネガル,マリなどと共通する黒人系である｡

(5)経済

モーリタニアはセネガルと同じく1960年にフランスから独立した｡その後10年余り､国

家経済は鉄鉱石の輸出により支えら讃1てきた,しかし､ 70年代半ばからの世界不況による

鉄鉱石の需要減により､経済は徐々に停滞した｡その後､経済的自立達成を国家政策の最

優先目標として自助努力を行ってきたが､未だ達成できていないのが実情である｡

現在､モーリタニア国経済は､鉱業､漁業､及び農業から成り立っているが､鉱業､漁

業と比べて農業の開発はその自然条件の厳しさから立ち遅れている｡

1989年の国内総生産(GDP)は約830僚ウ-ギャ(UM)同年の国民一人当たり計算

上のGDPは約US$500となっている｡そして1983年からの6年間の年成長率は約2%

と低く､国家経済の発展状況は､はかばかしくないのが実情である｡

なお､ 1990年のモーリタニアの輸出入状況をみると､輸出総額351僚UMに対し､輸入

313億UMとなっており､貿易収支は黒字である｡主な輸出品目は魚介類で輸出総額の4

7%を占め､その他目立つものとしては鉄鉱石があるにすぎない.一方､主な輸入品目は

自動車､内燃機関､鉄鋼板､消毒剤､殺虫剤等である｡

ー
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1.2 モーリタニア農業の現状

モーリタニアの農業は､従来から農耕と牧畜の2つ柱によって支えられてきた｡

まず農耕をみると､国土の大部分が砂漠であるため､国土面積に対し耕地利用できる面

積の比率は僅か0.2%に過ぎないo そのため大規模な農耕は主にセネガル川沿岸地域と河

口近くのデルタ地域で行われているのみである｡その年問生産量は穀類で約15万トンと自

給自足に必要な約25万トンをはるかに下回っており､不足量は輸入に依存しており総輸入

額の30タいこも達し､国の経済発展に対して大きな課題となっている｡

一方､モーリタニアでは伝統的に牧畜が全国的に盛んに行われており､労働人口の約8

o%が牧畜業に従事していると言われている｡牧畜はサハラ性気候と広大な牧草地帯を背

景に､旧来からモーリタニアの主部族であるムーア族を中心に生活経済活動となっていた.

しかし､ 1970年代から始まった慢性的早魅と砂漠化の進行は農業と牧畜に大きな打撃を与

えている｡

なお､ 1976年から1991年までの土地利用状況と1979年から1992年までの主要農作物の推

定生産量を表1.2-1及び1.2-2に示す｡

1972年､セネガル,lllに関係するモーリタニア国､セネガル国及びマ))国の3国は､国際

開発機構uMVS (Organisation pour Ja Mise en Valeur du fleuve Senegal )を結成し､

セネガル川の河口をせき止めて海水の遡上を防止するディアマダム(貯水量10億m3)と上

流のマリ領内にマナンクリダム(貯水量110偉m3)を建設することを計画した.これらは

流域内の農業開発(3国全体の摩概可能面積37.5万ha)
､発電及び水運の改善を目的とし

たものである｡

既に河口堰のディアマダムは1988年に完成し濯概用水は確保されたが､現段階でモ-リ

タニア領内にて港淑利用されている農地は極めて少ない｡この主たる原因は､農業基盤施

設が未整備であるためである｡

このような中で､モーリタニア政府が農業分野で特に重点を置いている開発計画は､国

内で唯一､河川取水による港概農業が可能なこのセネガル川沿岸及びデルタ地域における

農業開発である｡

表1.2-1モーリタニア国における土地利用の変遷 (単位:1,000ha )

1976 1981 1986 199l

総面積

陸地面積

耕地面積

永年作物

永年牧草地

森林面積

その他

102,552 102,552

102,552 102,552

198 195F

3 3F

39,250 39,250

4,570F 4,520F

58,504 58,557

102,552 102,552

102,552 102,552

201F 205F

監Ri aj

39,250F 39,250F

4,470F 4,420F

58,601 58,647

F :推定値
出典: FÅo Year Book, Produc【ion Vol.46, 1992
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表1.2-2 モーリタニア国における主要農作物の収穫面積(1,000ha)と生産量(1,000nt)

1979-81 1990 1991 1992

面 積 生産量 面 積 生産量 面 積 生産量 面 積 生産量

ミレ7ト･ソルオム
米(籾)
メイズ

野菜その他

4
3
8
7

1‖‖ 1
2
5
一

31 o
3
ー
4
4
8

ー 4 95

2
3
-

0
2
2

64

一

層
3
g
!
3
8
2

｢■土】:

∴

F :推定値
出典: FA□ Year Book, ProductioⅢ Vol.46, 1992

このような状況の中で､モーリタニア政府の農業分野に対する基本的な政策目標は下記

の6点である｡

(1)食糧の自給率を最低55%達成･維持する｡ (現在､自給自足量約30万ト)Cこ対し

農産物生産量は約15万トン程度)

(2)牧畜の近代化を図る｡

(3)農村での給水施設を改善･拡大する｡

(4)砂漠化の進行を防止する｡

(5)農業支援体制を改善する｡

(6)農業生産体制の近代化を図る｡

上記の政策目標の中で特に食糧増産による食糧安全保障の強化と外貨節約が緊急の政策

課題となっているo従って､セネガル川沿岸及びデルタ地域は､モーリタニア国の食糧

生産基地としての重責を担っており､政府の経済開発で最も高い位置づけがなされている｡

モーリタニア政府は､経済･財政の不均衡解消と各経済部門での構造改革を実施するた

め､経済･財政再建計画(PRE F :1985-1988)の政策を踏襲した経済総合成長計画

(PCR)を立案､ 1989年から実施してきた｡この計画は1991年を目標としたものであっ

たが達成出来ず現在も引き続き実施中である,ちなみに本計画の総投資額は455億1,800

万UM (1990年US$1.0-85.82UM)で､部門別の配分は農業･農村開発43.3%､地

域開発25.2%､鉱業開発13.2%､人的資源(保健､教育､雇用､訓練､スポーツ等) 10.

2%､その他8.1タ古となっており､農業･農村分野-の開発に重点を置いている｡しかし

ながら､総投資額の93.6 %を外国資金に依存するものとしているo
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2. 調査地区及び調査内容

2.1 調査の背景

モーリタニア国土の大部分は砂漠に覆われており､農業に資する土地と水源が極端に限

られ､農産物を生産する上で極めて不利な自然条件に置かれている｡ちなみに､全国土面

積に対する耕地面積の比率は約0.25%に過ぎない｡

また､全人口の約80%が農牧業に従事しているが､農牧業の生産は､全人口250万人の

食糧需要に対し約半分しか供給することができない｡

このようなことから､モーリタニア政府は食糧自給を最重点政策の一つとしているo

一方､先に述べた国際開発機構OMVSによるマナンクリダムとディアマダムの完成によ

り､セネガル川沿岸及びデルタ地域における安定的な港概用水の確保(全港概可能面積は

375,DOOha､その内訳はモーリタニア126,000ha､セネガル 240,000ha､マリ 9,000ha)

が可能となり､この地域の農業開発､食糧増産に大きな期待がかけられている｡しかし､

現時点では3匡】で約100,000haの農地で港瀧されているにすぎない｡

モーリタニア政府は､セネガル川沿岸及びデルタ地域の農村開発を進めるために農村開

発公社(SDNADER)に以下に示す6地区約15万 5千haの農業･農村開発を委ねた.

地区名 面積(ha)

Delta 12,560

Trarza 42,700

Brakna 49,700

Gorgo1 30,600

GorgolValley ll,304

Guidimaka 8,200

合計 155,064

しかしながら､上記開発予定面積中､従来からの濯概面積と港概計画が進行中の合計面

積ほ約4万haにとどまっている｡

効率的な農業を行い農村･農民生活の向上を図るためには､モーリタニアの自然条件か

ら潅概が不可欠であり､農業開発のポテンシャルが高いセネガル川沿岸及びデルタ地域に

おける濯瀧をメインとした開発整備が急がjlている｡
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2.2 調査の概要

(1)調査の目的

セネガル川沿岸部及びデルタ地域は､モーリタニア国の農業生産に重要な位置を占めて

いる｡しかしながら､セネガル川からの漕混用水の安定取水が可能になったにもかかわら

ず､その開発は必ずしも順調に進んでいるとは言えない｡

以上を踏まえ､次に示す事項を明らかにするために本調査を行った｡

① セネガル川沿岸及びデルタ地域の農業生産､農村環境の概況及び農業･農村発展の阻

害要因の概略把握

② 将来的に開発計画が進むと予想さオ1る地域の概況把握と農業･農村開発の方向検討

(2)調査対象地域

前項①を把握するために､セネガル川のデルタ地域及びその上流沿岸地域(ロッソ市

から概ね50kmの範囲を調査対象としたo

また､前項②に示す範囲として特にガラック河(セネガル川の支流)からキズ湖西岸に

至る地域(Trarza地区の一部)を調査した｡この地域を選定した理由としては､セネガル

川沿いの地域の多くが具体的な開発が進みつつあるのに対し､開発計画から取り残されて

いるためである｡例えばセネガル川最下流部の Delta地区については､一部フランスの援

助で開発工事が開始されており､残りの地域についてはモーリタニア政府から日本政府に

開発調査の要請が既になされている｡また､キズ湖周辺では中国の援助により約30年前か

ら稲作を主体にした農業開発がなさカ1ている｡

(3)調査結果の概要

① セネガル川沿岸及びデルタ地域の農業生産､農村環境の概況

1) 気象

この地域の年間の降雨量は100mmから 300mmと大きく変動し､年間降雨日数は概ね10

日から30日で7月から9月にかけて集中している｡年間の平均最高･最低気温はそれぞ

れ40oCと20oCである｡

2) 土壌

セネガル川沖積他に由来して基本的に枯質土壌であり､肥沃で栽培に適しているが､

土層表面部には飛砂による砂質層が堆積している地域が多い｡
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3)地形･水利状況

地域の地形は全体的に平坦な沖積地であり､旧来から水田として利用されていたが､

後述する種々の要因から耕作放棄された地域も多い｡

水利状況としては､基本的にセネガル川(ガラック河等の支流も含めて)の水を利用

してきたが､村落部の生活用水は井戸に依存しているところも多い｡

oMVSによるマナンクリ,ディアマ両ダムの建設により､通年にわたるセネガル川から

の取水量の安定確保､洪水防御及び塩水遡上の防止が図られたが､一方約80kmの堤防の

改修により､従来からの用排水組織が分断され地域に各種の影響を与えている｡

4) 営農状況等

本地域でほ従来から雨期(7/8月)の雨量とセネガル川高水期の導水を利用した稲

作(年1作)農業が行われている｡また､遊牧民族による牧畜､セネガル川での水産な

どが行われている｡

現在､この水田の半数程度が耕作放棄されている｡その主たる原因は以下の通りであ

る｡

-セネガル川の築堤により用排水組織が分断され､港概用水をセネガル川から効率的に

取水できなくなった｡

一流通システムが未整備なため農産物(米)の価格が不安定となり､結果として安定的

な農家生活が送れない｡

一上述の理由に加え､農業諸資材(農薬､肥料等)の値上がりにより営農が困難となっ

ている｡

② セネガル川沿岸及びデルタ地域における農業･農村発展の阻害要因

本地域における農業･農村発展の阻害要因として次のようなことが考えられる｡

1) セネガル川の河道整備に即した基盤施設整備の遅れ

- セネガル川からの安定取水の条件が確保されているのにかかわらず､堤防改修に伴

う取水工の改修整備や新しい河川水位条件に即した用排水路施設の整備が送れている

ことが､地域の農業発展の妨げとなっている｡

-
水路施設の整備の遅れと共に､効率的な営農活動を行うために必要な圃場あるいは

道路施設の整備が遅41ているo

2)新しい水利条件に即した農業技術の遅れ

- セネガル川からの安定取水の条件が確保され､乾期における水稲の二期作や野菜作

も可能になっている｡しかし､農業技術の遅れから通年にわたり営農には即応できな

い状況にある｡
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3)農業生産インプットシステムの遅れ

一 農業の生産性を高めるためには､新たな農業技術に加え､資金､諸資機材等の新た

な投入が必要になる｡これらを円滑に行うための農民組織(営農､土地利用､金融等

の実施･調整･調達組織)の遅れが目立つ｡

4)流通システムの遅れ

一 流通システムの遅れから､農産物の農家売り渡し価格が低位不安定な状態にあり､

農家の営農意欲が低い｡

5)農村環境整備の遅れ

- 1)-4)までの遅れにより､地域農村住民の所得水準は極めて低い状態にある｡加え

て生活用水の確保､保健･衛生など生活環境に係る施設整備の遅れも目立つ｡その結

果,より良い生活水準･環境の地域を求め離農､離村する農民も多く､地域が持つポ

テンシャルを活かすことができない｡

- また離農･離村による農業･農村活動の停滞は､地域の砂漠化の遠因ともなりかね

ない｡

- なお環境面については､セネガル川の水位変動と淡水化による生態系の変化や生活

環境面に与える影響等も､今後十分検討してゆく必要があると思われる｡

③ セネガル川デルタ後背地域における調査

先に述べたように､セネガル川沿岸部及びデルタ地域はモーリタニア国の農業生産基

地として位置づけられることから､各種の農業･農村開発計画が進められつつある｡

しかしながら､既に計画が進められている地区の事業が実施されたとしても､依然と

して食糧自給率の向上は､モーリタニア国の重要課題であることは変わらない｡

本調査ではセネガル川沿岸部及びデルタ地域の中で､具体的基盤整備開発計画から取

り残されていて､かつ開発ポテンシャルが高いとみられる､ガラック河(セネガル川

の 支流)からキズ湖西岸に至る地域(Trarza地区の一部)を調査した｡

調査は､主として現地踏査と地域住民からの聞き取りによって行われた｡

1)調査対象地域

一 口ッソ(Rosso)市付近からキズ湖に至る間を流れるセネガル川の支流ガラック河沿

岸の低湿地で､東西延長約100km､平均幅約10kmの地域を調査対象とした｡

2) 土壌等

一 本地域の土壌は､セネガル川沖積地に由来して基本的に枯質土壌であり､肥沃で栽

培に適している｡
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3) 地形･水利状況

- ガラック河は､セネガル川とキズ湖の問の低湿地帯中を流れるが､地形が極めて平

坦であることから､常にセネガル川の水位の影響を受け､流れの方向が常に上流から

下流(セネガル川方向)とは限らない｡すなわち､ガラック河はセネガル川の一種の

入江のような状態になっており､セネガ)L,"lの水位､ガラック河からの取水状況によ

っては､セネガル川からガラック河上流に向かい水が流れる場合もあるo

このため従来､ガラック河沿岸部の農業は､基本的にセネガル川高水期(雨期)に

ガラック河から潅親水を導入する稲作農業が主体であった｡

4) 開発可能地域

- ガラック河沿岸及び周辺の低地には概ね4,000-5,000haの耕地(水田)又は耕作

放棄地がある｡

一 既耕地は､雨期の高水期に水稲1作を行うものであるが､ガラック河からの取水ポ

ンプ､水路施設等が老朽化していることなどから､効率的な営農に支障をきたしてい

るとみられる｡

一 耕作放棄の理由は､前項②で述べたように基盤施設の老朽化･整備の遅れ､農業技

術､農業生産インプットシステム､流通システムの遅れにより､農家が疲弊している

ためと考えられる｡

- この4,000-5,000baについては､セネガル川水利条件の改善を械に､農業基盤施

設の改修･整備を始め開発阻害要因を改善することにより､モーリタニア国の食糧生

産基地の一翼を担うことが可能になると考えられる｡
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2.3 開発可能地域における開発戦略

開発可能地域(セネガル川デルタ後背地域と仮称)における開発戦略を以下に述べるo

(1)開発の目的

① セネガル川の改善された水利条件を活かし､農家の自家用食糧の生産並びにモーリタ

ニア国の食糧生産基地の一翼を担うために､米を中心とした農産物の生産に対応できる

ような農業生産基盤の改修･整備を行う｡

② 農業生産インプット支援システム及び農産物流通システムを確立し､農家が経済的に

かつ安定的に営農できるような体制を確立する｡

③ 農村環境の改善､農村生活改善プログラムの整備等により､受益農民が安心して生活

できる農村社会を確立する｡

(2)開発戦略

① 農業生産基盤及び施設の改修･整備

現在､既存のポンプ場,用水路等産概施設の老朽化や能力不足により､水資源や土地資

源を活かすことができず､その低い農業生産性により受益農家は自家用食糧にも困窮して

いる状態である｡

これを改善するため､米の2期作を中心とした農業生産が可能になるよう農業生産基盤

及び施設を新設あるいは改修整備し､農業生産性を高め農家の自給率を高めると共に国内

向け供給により農家所得の向上を目指す｡

② 農業生産インプット支援システムの確立

農業生産性を高めるためには､農業生産基盤の整備に加え､農業技術､資金､諸資機材

等の新たな投入が必要となる｡これらを円滑に行うために必要な農民組織(営農､土地利

用､金融等の実施･調整組織)及び実施システムを構築する｡

また必要に応じて､システム構築のための専門家の専従を考える｡

③ 流通システムの改善･整備

流通システムの遅れから､農産物の農家売り渡し価格が低位不安定な状態にあり,農家

の営農意欲が低い｡

これを改善するため､流通システム及び必要な流通施設を整備する0

④ 農村環境の整備と農村生活改善プログラムの確立

受益農民が安定的な生活を送るためには､効率的な営農による自給食程の確保､農産物

出荷による所得の増大による農家経営の安定化などに加え､教育･保健等農村生活環境の

改善が不可欠となる｡
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そのため､農村における教育､保健･衛生､あるいはWID (婦人の農村における役割

とそのあり方等)についての改善プログラムを確立すると共に､必要な村落給水施設､教

育､保健施設等の整備を行う｡
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2.4 総合所見

本調査にて開発可能地域と目されたセネガル川デルタ後背地域を含め､セネガル川沿岸

部における技術的可能性､社会経済的可能性について以下に述べる｡

(1)技術的可能性

モーリタニア国セネガル川沿岸部の農業基盤整備に係る開発としては,フランスの援助

によるロッソ市西方の Gouere地区､ M'pourie地区があり､現在､水路及び閲場の整備を

中心とした工事が進行中である｡また､セネガル川対岸のセネガル国では､我が国からの

援助案件として2地区の農業基盤整備に係る開発が行われた｡

これらの事業を通じて､基盤整備については設計･工事実施に係わる技術的問題点は特

に見当たらなかった｡但し､セネガル川改修整備に伴う水利条件の変化には十分配慮する

必要がある｡

一方､営農関係については､水稲の2期作の導入に伴い必要となる新たな営農技術の導

入､その指導･普及が重要となる｡

また､セネガル川の水位変化に加え水稲2期作の導入による環境影響についても十分に

配慮する必要がある｡

以上から､技術的ポイントとして水利条件の検討､水稲2期作に伴う新技術導入､環境

への配慮が重要となるところから､まず開発調査(フィジビリティスタディ)を行った後

に､事業実施を進めるべきである｡

(2)社会経済的可能性

モーリタニア国は､セネガル川沿岸及びデルタ地域の農業開発を国の社会開発計画の中

で優先的に取り扱っている｡しかしながら､その事業実施にあたっては､モーリタニア国

の財政事業を勘案すると外国からの援助が不可欠である｡ちなみに､事業実施機関である

soNADERから農村開発環境省､計画省を通じて､日本政府に対しセネガルJrげルタ地域の

農業･農村開発計画｢TRAVAUX D'川FRASTRUCTLIRES 】lYDRAURIQUES DU甘AUT DELTA｣ (通称

デルタ地区)の開発調査要請が1993年に出されている｡このようなセネガル川沿岸地域に

おける農業･農村開発に係る援助要請は､今後も引き続き成されるものと予想される｡

(3)現地政府の対応

モーリタニア政府は日本の本地域に対する援助に大きな期待を寄せている｡しかしなが

ら､既に要請した｢デルタ地区｣の開発調査が現在のところ未着手であるところから､ま

ず｢デルタ地区｣の日本側の動きを見て､今後の新規地区要請についての対応を決める模

様である｡

このようなことから､本調査で主たる対象とした｢セネガル川デルタ後背地域｣ (ガ

ラック河からキズ湖に至る地域)については､ ｢デルタ地区｣の動向を見て,再度調査等

具体的な行動をとることが妥当と考えられる｡

-
I 2
-I-I-
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(丑 調査団構成員

1. 田久保 晃

常務取締役 海外事業本部長

太陽コンサルタンツ株式会社

2.安部 望五

開発郡長 海外事業本部

太陽コンサルタンツ株式会社

MISSIUN DE RECHERC甘E DE PROJETS DE DEVEL[lPPEMENT AGRIC口Lt: ET RURAL

AU SENEGAL ET EN MAURITANIE

PAR

L'ASSDCIATION DES CONSEILS EN DEVELOPPEMENT AGRICOLE DU JAPON

( ADCA )

( 16 Mai
-
2 Juin 1995 )

1. Ing. Akira TAKUBO, Chef de Mission (Hydraulique)

Directeur General

Division des Projets d'ot]tre Her

Taiyo Consultants Co., Ltd. Tokyo Japon

2. Iog. Bogo ABE, Co10rdinateur du Prograrnme (Agronome)

Chef de Department

Departement de Developpement et Recherche

Taiyo Consultants Co‥ Ltd. Tokyo Japon

SENEGAし

Proje【 de Rehabilitaion et Developpement Rl｣ral du Perimetre

Grande Digue dams le Delta du FletJVe Senegal

MAURITANTE

Projet de Developpement et Conservation de Ressources Naturelles

a11 Milieu Rural dams la tiaute Delta

dtJ Fleuve Senegal



② 調査日程

P/F Schedule : SENEGAL & MAURITANTA

1. 5/16 (火)

2. 17 (水)

3. 18 (木)

4. 19 (金)

5, 20 (土)

6. 21 (日)

7. 22 (月)

8. 23 (火)

9. 24 (水)

10. 25 (木)

ll. 26 (金)

12. 27 (土)

13. 28 (日)

14. 29 (月)

15. 30 (吹)

16. 31 (水)

17. 6/1 & 2

Tokyo
I
Paris

Paris
-
Dakar 団内打合せ

Dakar での打合せ(JICA, EOJ)

Dakar
-
St.LoIJis

St.Louis での打合せ(SAED)

現場(Lanpsar and Thiago Sites)

案件打合せ(SAED -
Grand Digue Project)

現場(JICA Team)

St.Louis
-
Nouakchott

資料収集

S□NADER協力省､農村開発省との打合せ

NotJakchott
-
Rosso

- 現場調査 - St.Louis

St.Lotlis
I
Dakar

資料整備

打合せ(JICA, EOノ)

Dakar
-
Paris

Paris
-
Tokyo



③ 面談者リスト

1.在セネガル日本大使館

1) Mr. Hidekazu NAGASAWA

一等書記官

2) Mr. Keiko NAGASAWA

二等書記官

2.在セネガルJ IC A事務所

1) 外川 徹 課長代理

2) 贋田 富士雄

3)堀内 好夫 業務第二課

3.計画省財政局(モーリタニア)

･ Mr. Linan
Ahned Duld Mahamedou

Responsable du Suivi de I'Aide Exteriemre

4､農村開発環境省(モーリタニア)

Mr. Moulaye DtJld Mot]laye Dnar

Conseiller Economi耶e MDRE

Responsable Cellule Planification

5_ RAZEL

Mr, Jean Bernard DubotJrg

Directel]r des Chantiers (Mal]ritanie)

6. B ち S

Mr1. Bol]balcar BARRy

Manager



④ 収集資料リスト

1. 西アフリカ編

1) "west Africa- Travel SllrVival Kit
-
Lonely Planet

2) uL'apr白s Barrages dams la Val16e du S6n6gal"

Minist白re de la Cooperation et du D6veloppement, Presses

Umiversitaires de Perpignan

3) "Femmes et D6veloppment Rural"

Isabe11e Droy Karthala

4) `flalte a la Desertificaiton au Sahel"

Michel Bonfibs, Karthala

5) "Africa" Ferriday's Map Book

Second Edition

2. モーリタニア編

1) Invertir en Matlritanie

Cabinet d'Information Mauritanien, Cabinet BSD & Associ6s

2) ロrgarljgramme de SONADER

SONADER

3) Projet d'Etude d'Execution des lnfrastrtJrCutUreS G6n6rales et

PrincipaJes dt] Trarza East

SONADER

4) S口NARDER -
Lettre de Mission 1994

-
1996

5) Etude d'Exectltion des Infrastructures Hydrauliques atl HalJt
-
Delta

Matlritanien

Rapport Defimitif
-
Juillet 1991

6) SDNADER I
Gtlide Material

7) Etude d'Application des Schemas Directeurs de la Vallee et du Delta

Rive Droite dl] Flet]ve S6n6gal

Rapport TechⅢi耶e

Gro叩ement S.A. Agrer
-
SCET AGRI

-
HASKONING

8) EnqtJete St)r Les Perinetres lrrigu6s

EditioII Definitive
-
Jllin 1994

SONA[rER CFD

9) Et11de de l'Amenagernent des Depressions lnterdunaires (Rosso
I
R'Kiz)

BCEON

IO) Perim6tres in Delta Region (MAP)



⑤ soNADER資料

ORGA『IGRAHMEDE SONADER

Direction G6n昌rale

I]irecteur G6n占ral

Directeur G6n6ral Adjoint

.rection
血inistrative

二 Financi6re

Direction

des

Exploitations

Direction

des Etudes et

Travaux

Service Formation,

Gestion des Ressources

b11皿aine s

Service Vulgarisation

Recbercbe

Service Appui

aux Coop色ratives

Contr61eur lnterne

Conseiller Juridique

Conseiller Techique

Conseiller charge de

la Cellule

Programmation Suivi

et Evaluation

Conseiller charge.de
la Coordination des

Directions R6gionales

et Projets

lirection

L6gionale

.e
ROSSO

Direction

R6gionale

de BO口GHE

lirecteur

lirecteur Adjoint

Direction

R6gionale

de XAEDI

Direction

R6gionale

de FOUM GLEITA

erVユCe

lnanCler

A皿6nagement, Entretien

Gestion, R6seau hydrolique

Direction

R6gionale

de GO口RAYE

Mise en

Valeur

Direction

R6gionale

de ACHRAM

Sp6cialiste en organisation

des paysants

Techicien Sp岳cialis6

cteur de

UR MASSENE

Secteur de

ROSSO

Secteur de

TAXAⅣE

Secteur de

KOUNDI

Secteur de

LEXIBA

ef de Secteur Chef de Secteur Chef de Secteur Chef de Secteur Chef de Secteur
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